
＜ＮＰＯ法人環境を考える市民の会＞                       【事業提案型】 

環境保全現況調査及び広報活動 

取材日：平成２３年（２０１１年）３月１３日 

 

【活動目的】 

本団体は１９７２年（昭和４７年）に創立して以来、海老川流域で活動を展開し、「海老川流域水循

環再生協議会」策定後は、その枠組み内で市民と共にその施策を実行してきました。今回支援金を通じ

て新たな事業を市民の参加を拡大させながら持続的に、展開して行くことを目指します。 

（補足１）海老川流域とは、海老川に集まる雨が降る範囲です。 

（補足２）海老川流域水循環再生協議会は、平成８年３月、「望ましい河川・流域の在り方を水循環

の視点で模索するとともに、行政や市民の意向を反映させた河川・流域整備の基本方針を

検討する」事を目的に、行政、民間団体、都市公団で組織され、平成１０年３月に「海老

川流域水循環再生構想」を策定し、更に平成１１年度には「海老川流域水循環再生行動計

画」も作成しています。 

 

【支援金事業内容】（事業予算額 1,465,333 円  支援額 732,667 円 支援率 50%） 

船橋市固有の資源である「海老川」を昔のようなゆとりある河川環境に戻すため、市民の意識の醸成

を図り名から現況調査を行い、将来にわたって親しまれている海老川の環境づくりを目指すものものと

して、海老川の環境資源を知り継承していくための現地調査を市民の参画機会を得て定期的にそれぞれ

の目的に応じた調査隊を編成して行う。 

啓発活動は、市民参加による環境観察ウォーキング、広報紙、冊子の配布し、必要に応じて啓発学習

会、地域懇談会等を行う。 

具体的な事業内容は以下のとおりです。 

１．海老川隔週調査：第２、第４の水曜日 

２．月例調査：市民協働の海老川パトロールの実施（川辺ゴミ拾いを兼ね湧き水の調査など）毎月

第４水曜日 

３．季節調査：春夏秋冬に訪れる野鳥、さくら開花宣言と補植など自然を観察（７月、１０月、２

月の第４水曜日） 

４．地域状況把握（浸水予測地域）：懇談会、講習会、視察（６月、１０月） 

５．地球温暖化対策：広報活動冊子（６月、３月） 

６．市民と共に：手作りのまつり/親水市民まつり（環境月間にあわせ毎年６月第１日曜日） 

        自然に向かって歩こう市民１万歩福像めぐり（毎年１０月第１日曜日） 

７．まとめ啓発：啓発広報冊子の作成、広報紙年二回（４月、９月）、中間報告（９月）、最終年次

報告書（３月） 

 

【支援金事業のもたらす効果】 

今回申請する事業活動によって県が主催の流域懇談会で市民の役割として期待されている家庭の雑

排水の負荷の軽減、河川汚濁のなどにつながり、定期的調査パトロールは生態系回復保全に、市民との

協働は市民の意識啓発拡大にもなり好状況が期待できる。その結果、行動計画も実証され海老川の良好

な水循環系を次世代に引き継ぐことが出来る。 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取材を終えて】 

取材は、東日本大震災（３．１１）の翌々日、海老川の桜橋付近で行ないました。震災直後にもかか

わらず多くの会員が集合されていました。当日は、公開講座も開かれましたが、地震直後にもかかわら

ず、十数名の方々の参加があり、会員の説明に耳を傾けられていました。こうした催しは、市の広報紙

への掲載、会員のイベントのポスティングなどによって関心を引き起こす努力の賜物と感じられました。

また会場では、海老川の河川水を採取し、その汚濁状況について検査キットを使って解りやすく来訪者

及び散歩者に説明され、多くの方が関心を示されていました。この団体の活動は、４０年にも及ぶ歴史

があり、海老川親水市民祭りの発会時に「海老川造像祭り」を開催し、岡本太郎氏を審査委員長とする

イベントを開催された実績もあるとのことでした。 

かつては海老川も時々洪水が発生しており、昭和６１年８月（台風１０号）の洪水では船橋市街地で

２,０００戸を超える浸水被害が発生しておりました。環境を考える市民の会は海老川の氾濫に対する

国の予算を獲得するために陳情活動を行い、降雨量３８ミリメートルまでの対策がとられたとのことで

した。 

また、「吉野山を船橋に」のスローガンのもと植樹され、３,０００本の植樹を達成。その桜の木も大

きくなって毎年美しい花を咲き誇っています。河津桜の木が数本あるが、会の方が河津町と折衝され、

やっとのことで苗木を譲り受けることができたと、嬉しそうに話されておりました。 

取材中や頂いた資料から多くのことを教えられましたが、河川の種類（区分）として「準用河川」（一

級河川、二級河川以外の河川で市町村が指定したもの。二級河川に関する規定が準用される。）、普通河

川（一級河川、二級河川、準用河川のいずれにも指定されていない公共の水流(川)と水面（沼、池）な

ど、河川法は適用されない。）を知り、河川の管理内容を新たな視点から見られると思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関わり先（連絡担当者） 

ＮＰＯ法人 環境を考える市民の会 

事務局 菊地 けい子 

℡：０４７－４６５－７７９０ 

 
検査キットで海老川の汚濁状況を調査 

 

震災直後にもかかわらず十数名が参加 


